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松江市上下水道局

　 2月 2日～ 6日に派遣した給水作業班に引き続き、
3月10日～16日に水道復旧作業班を石川県輪島市へ派
遣しました。水道復旧作業班には島根県管工事業協会
より5名の方にも加わっていただき、的確・迅速に作
業をしていただきました。
　現在は、水道施設の復旧作業のため、職員１名を石
川県珠洲市へ派遣しています。
　松江市上下水道局は、被災地の復旧・復興を支援し
てまいります。

｢能登半島地震｣ 被災地支援を行いました。
（石川県輪島市での復旧作業の様子）

松江市で大震災が発生！
水道はどうなる⁉

※�「QRコード」の読み取りにはスマートフォンが必要です。通信料はお客様の
負担になります。
※スタート地点の松江テルサから国宝松江城までは、約 2㎞です。
※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

JR松江駅からマンホールをたどっていくと、到着する
のは松江のシンボル・国宝松江城。
おさんぽルートの10ヶ所に設置したデザインマンホー
ルには「QRコード」が付いていて、それを読み取ると
周辺の観光情報がわかります。
おいしい食べ物や城下町の風情が残る街並み、美しい
水辺の景色など…
松江の魅力がギュッと詰まった約 2㎞の道のりを、楽

しみながら歩いてみませんか。

普段から災害への対策をしておかないと、い
ざというときに対応できません。
大切な家族をまもるために、今できることを
確認して万が一に備えましょう。

マンホールの設置場所は松江観光協会のホームページに
掲載されているチラシをご覧ください。
https://www.kankou-matsue.jp/omoshiro/manhole

こちらのマンホールが目印！

「QRコード」を
読み取ると、そ
の周辺の観光情
報がわかります。

我が家で３日間必要な飲み水は？

⃝��水、食料の備蓄�
（１日に必要な飲み水�１人３ℓ）
⃝非常持ち出し品の常備
⃝家具の転倒防止（固定）
⃝家族同士の連絡方法の確認
⃝避難所、避難ルートの確認

今、できること

３ℓ×□人×３日間＝□ℓ



水をムダに流しません！

24時間体制で情報をキャッチ！
迅速に対応します

全国から給水車の応援隊

グラウンドの下に大きなタンク

電気が止まると水道も止まる！総合病院・学校等への管路耐震化

全国からたくさんの給水車が応援にかけつけ、給水活
動を行います。
東日本大震災や熊本地震、この度の能登半島地震では、
松江市上下水道局も応援に行き、給水活動を行いました。

学校のグラウンドの地下に大きな
タンクを設置しているところがあり
ます。普段は水道管として使用して
いますが、震度 5以上の地震があっ
た場合に自動的に弁が閉じ、貯水タ
ンクに姿を変えます。
そこから手押しポンプでくみ上げ

て給水袋などに給水します。

《設置場所》
内中原小学校／川津小学校
古志原小学校／中央小学校
津田小学校／湖東中学校
湖南中学校／北公園
総合運動公園
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可搬式自家発電機

緊急地下
貯水槽
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水道の施設には電力が不可欠で
す。配水池に水を送るためには、ポ
ンプを使用する必要があります。
停電になるとポンプが動かなくな

るため、トラックに積んで移動でき
る発電機を備えています。

総合病院（災害拠点病院）、小中学校等指
定避難所等への水道管路の耐震化を進めて
います。
また、避難所には施設建物外に仮設の給
水栓を取り付けられるような応急給水設備
の整備を行っています。

水道管の破損などにより、配水池
から大量の水が流れ出たときに、配
水池に設置してある緊急遮断弁が作
動し、ムダな水の流れをストップし
ます。

管理センターでは、松江市内に点在する水
道施設を24時間体制で集中監視しています。
施設の異常を見逃さず、災害が起きたとき
は、迅速に対応できるようにしています。
また、水道施設に異常が起きると警報通
知が職員のもとに届くようになっています。

松江市で大震災が発生！ 水道はどうなる!?

可搬式自家発電機

給水車忌部浄水場中央管理センター 緊急遮断弁

緊急地下貯水槽

震度 7の大地震が発生し、多くの被害を出した能登半
島地震。その後も全国各地で地震が頻発しています。
水道は重要なライフラインです。地震などの被害によ
り断水が発生しても、被害が最小限となるよう、さまざ
まな事業に取り組み、防災力の強化を図っています。


